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下 降 し た 。 こ の 測 定 に よ り,磁 性 不 純 物 を入 れ る 事 に よ り∬ 。2が 高 くな り得 る とい うPeter_

Jaccarinomodelは,少 く と も こ の 系 で は成 立 し な い 事 が 明 ら か に な っ た 。

5.シ ア ニ ン色 素TCNQ錯 体 のESR

植 村 壽 公

シ ア ニ ン色 素 の一 種1-Methyl・3'航hyl・2,2'-quinoselenacyanineとTcNQと の1:2錯 塩 につ

い て,4.2～290Kで の 帯 磁 率 及 びESR測 定 を行 っ た 。 今 回 の 研 究 に よ っ て.こ の 物 質 は温

度 を 変 え る こ と に よ り低 温(30～65K)で はspinpairと して,中 間 温 度(65～160K)で は

1次 元 的,そ して 高 温(160～290K)で は2次 元 又 は3次 元 的 挙 動 を す る と い う面 白 い 性 質

が 明 ら か とな っ た 。 低 温 で は 観 測 され るESRはtwospinpairmode1を 考 え る こ と に よ り説

明 され る 。 中 間 温 度 で は線 巾,線 型 と も1次 元 磁 性 体 的 振 ま い を示 す 。 高 温 で は1次 元 と は異

な りchain間 の相 互 作 用 を無 視 で き な い 角 度 変 化 が 観 測 さ れ た 。 帯 磁 率 お よ び 電 気 伝 導 度 の 結

果 と も あ わ せ て 議 論 す る 。

6.Au(111)のsurfacereconstructionとLAPW法 に よ る 一 枚 フ ィ ル ム の

バ ン ド計算

川 上 和 人

Au(111)表 面 は,低 温 で 〈110>方 向 に,高 温 で 等 方 的 に 縮 ん だincommensurateなrecon-

structionが 現 わ れ る 。 これ は,表 面 で は 固 体 内 部 よ り も原 子 間 隔 が 縮 ま ろ う とす る傾 向 に あ

る こ と で 現 象 論 的 に 説 明 で き る と考 え られ る 。 そ こ で 表 面 の 一 層 に 着 目 し,第 一 段 階 と し て 一

枚 の フ ィ ル ム の バ ン ド計 算 をLAPWを 用 い て 行 な っ た 。
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